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内視鏡検査における抗血栓薬取り扱い変更について 

 

2019年 8月より当院内視鏡検査における抗血栓薬取り扱いを変更しております。 

 内視鏡検査において、ガイドラインに準じて抗血栓薬 1剤であれば内服継続のまま生検可とします。詳細については 

下記をご参照ください。 

 なお、山下病院健診、人間ドックは従来通りの運用のままとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡診療ガイドライン                     ※1：当日または前日が望ましい 

     直接経口抗凝固薬(DOAC)を含めた抗凝固薬に関する追補 2017                  ※2：確認は外来医 



抗血栓薬の休薬一覧 

後発医薬品も先発医薬品と同様に対応してください。 

2019年 8月改訂 

 抗血栓薬内服が 2剤以上ある場合には、生検を行わない内視鏡検査とするか、従来通り休薬可能か処方医等へ外来担当医

より確認したうえで行います。 

（抗血栓薬 1剤は内服継続いただいて構いません）検査実施の判断に関しては、外来担当医にて行います。休薬期間等含め

内視鏡検査、治療に関する対応は今までと同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご理解、ご協力のほど何卒宜しくお願い致します 

2020年 11月 30日 山下病院 


